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飲食事業承継事業の開始および事業子会社の設立に関するお知らせ 

〜後継者不在の名店を承継し、首都圏郊外のロードサイドで大型店として再成長させる新事業〜 

 

 

当社は、2026年 11月 13日開催の取締役会において、後継者不在等の課題を抱える飲食店のブランドおよび

店舗を承継し、当社グループの運営基盤のもとで再成長させる「飲食事業承継事業」を開始すること、ならび

に同事業を担う 100%子会社を設立することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．事業開始の背景と目的 

国内の飲食業では、地域で長年愛されながらも経営者の高齢化や後継者不在により存続が危ぶまれる店舗が

増加しております。一方、当社グループは、子会社ワイエスフード株式会社がラーメン「山小屋」を中核に長

年培ってきた店舗運営、製麺・スープの製造供給、人材育成のノウハウを有しております。 

当社は、こうした名店のブランドと味を承継し、当社グループの運営基盤と上場企業グループとしての信用

力を組み合わせることで、ブランドを守りながら新たな成長軌道に乗せることができると判断し、本事業を開

始することといたしました。本事業は、地域の食文化と雇用を守る事業承継の受け皿としての社会的意義と、

当社グループの店舗数・収益規模の拡大という成長戦略を同時に実現するものです。 

 

２．事業の概要 

（１） 事 業 名 称 飲食事業承継事業 

（２） 事 業 内 容 後継者不在等の飲食ブランド（当面はラーメン）の承継、承継ブランド

の既存店の運営、および首都圏郊外のロードサイドにおける大型店（50

席以上・駐車場付き）の新規出店 

（３） 出 店 戦 略 神奈川県央・多摩エリアを初期ブロックとして、横浜・川崎内陸、千葉

内房、埼玉、西湘・静岡東部へと、ブロック単位でドミナント展開。各

ブロック 4〜6店を基本とし、承継ブランドを看板に、グループ内の兄

弟ブランドの商品を副メニューとして組み合わせた「主＋副」型の店舗

フォーマットを採用 

（４） グループ内の役割 当社：ブランド（知的財産）の保有・管理、資金調達、事業全体の統括

／事業子会社：店舗の保有・営業／ワイエスフード株式会社：店舗運営

の受託、麺・食材の製造供給、人材育成 

（５） 資 金 調 達 店舗の承継・出店に要する資金は、事業子会社において社債の発行等に

より調達する予定です。本事業に伴う当社の新株発行は予定しておりま

せん 

（６） 目 指 す 規 模 2032年 3月期に店舗数 30店超、同事業の売上高 20億円超（計画値）。

第 1号案件として、首都圏のラーメンブランド 1件の承継（既存 2店）

と大型新店 1店の出店を 2027年 3月までに実施する予定です 



※ 目指す規模は現時点の計画値であり、承継案件・出店物件の確保状況等により変動します。個別の承継・出

店については、決定次第お知らせいたします。 

 

３．事業子会社の概要 

（１） 名 称 THG Cairn Alpha株式会社（ティーエイチジー ケルン アルファ） 

（２） 所 在 地 東京都港区南青山三丁目 1番 36号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 西田 直樹 

（４） 事 業 内 容 飲食店の経営、飲食ブランドの承継・運営 

（５） 資 本 金 10,000千円 

（６） 設 立 年 月 日 2026年 12月（予定） 

（７） 大株主及び持株比率 当社 100% 

（８） 決 算 期 3月 

（９） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 
当該会社は当社が 100％出資する子会社として設立する

予定であります。 

人 的 関 係 
当該会社の役員は当社取締役が兼任する予定でありま

す。 

取 引 関 係 現時点における該当事項はありません。 

  

４．当該事業の開始のために特別に支出する金額及び内容 

本事業の開始に伴う費用は、通常の事業運営の範囲内であり、特別な支出は予定しておりません。 

 

５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2026年 11月 13日 

（２） 事業子会社の設立 2026年 12月（予定） 

（３） 事 業 開 始 日 2026年 12月（予定） 

（４） 第 1号案件（ブランド

承 継 ） の 実 行 
2027年 1月（予定） 

（５） 大型新店 1号店の開業 2027年 3月（予定） 

 

６．今後の見通し 

本事業の開始および事業子会社の設立が 2027 年 3 月期の当社連結業績に与える影響は軽微です。本事業は

当社グループの中長期的な成長を牽引する柱と位置づけており、業績への影響が明らかになった段階で速やか

にお知らせいたします。 

 

 

以 上 


